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壁谷澤氏は、壁を全て切り離して建てられた従来のいわゆる 3方向スリットと呼

ばれる建物について説明し「変形により、窓枠サッシ等の非構造部材が損傷し、加
速度が生じることで天井材も脱落する可能性があります」と大地震で大きな損傷が
生じる危険性について指摘しました。その上で、切られていない壁などをそのまま
フレームとして活用すれば、高い強度が期待でき変形も小さくなるのではないかと
いう観点から実大実験で検証を行ったことを報告。その結果、壁の取りつかないフ
レームに比べて袖壁が付いたものについては 1.5 倍程度、腰壁や垂壁が付いたもの
については 3倍以上の強度が得られ、大地震時の建物のフレームの損傷を小破や軽
微に留められることが分かったとのことです。 

 庁舎など災害時に拠点となる建物の目標性能は、大地震時におおむね補修するこ
となく継続使用できることです。壁谷澤氏は、被災度でいうと軽微ぐらいを目標と
することを「耐震ランク I」、もう少し損傷しても構わないが大きな補修をすること
なく継続使用できる、被害度でいうと小破程度にとどめることを「耐震ランク II」
と定義していると説明しました。 

 このため、「ランク I」については、建物の強度を示すベースシア係数 0.55 程度
を、最大層間変形角 0.33％以内で達成することを求めており、「ランクⅡ」につい
ては、建物の重さの 0.4 倍程度の強度を層間変形角 0.5％以内で達成することを求
めているということです。 



 

さらに壁については厚さを 200mm以上かつ柱幅の 4分の 1以上という通常の壁
よりもかなり厚いものにすることや、横補強筋などの最小間隔を定めて、これらを
仕様規程に追加するという基準になっています。 

 

 
 


